
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1008 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 
美術基礎演習 単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

素描の基礎的な知識への理解を深め、基本的な技能を身に付けさせる。 

生徒の個性を伸ばし、豊かに表現する力を身に付けさせる。 

デザイン分野への理解を深め、身の回りのデザインや進路への関心へとつなげる。 

 

 

２ 学習の到達目標 

素描の基礎的知識を理解し、基本的な技術を身に付ける。 

光や陰影、奥行きなどの素描で表現される要素や働きについて考え、主題を基に個性豊かに発想

し、構想を練り表現する力を身に付ける。 

美術の創造的な諸活動の良さを感じ、主体的に取り組もうとする。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・対象や事象を捉える造形

的な視点について理解を深

めている。 

・意図に応じて表現方法を

創意工夫し、創造的に表し

ている。 

 

造形的なよさや美しさ、表現

の意図と創意工夫、美術の働

きなどについて考え、主題を

生成し創造的に発想し構想

を練ったり、自己の価値意識

を高めて美術や美術文化に

対する見方や感じ方を深め

たりしている。 

美術への幅広い関心興味を

持ち、幅広い創造活動に主体

的に取り組もうとしている。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

４ 学習の活動 



 

※令和４年度以降入学生用 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

デ
ッ
サ
ン
用
具
に
つ
い
て 

デッサン用具の使い方 

タッチと明暗について 

a:「知」鉛筆の特性や線質が感情

にもたらす効果や、素描で描いた

作品を、全体のイメージや作風な

どで捉えることを理解している。 

「技」意図に応じて用具の特性を

生かすとともに、明暗や質感など

の表現を工夫し、表現方法を工夫

して創造的に表している。 

b:「発」鉛筆による表現のさまざ

まな効果などから主題を生成し、

構図や形、陰影などについて考

え、創造的な表現の構想を練って

いる。 

「鑑」線や明暗による表現の豊か

さなどの造形的なよさや美しさ

を感じ取り、作者の表現の意図や

工夫などについて考え、見方や感

じ方を深めている。 

c:「態表」主体的にモチーフから

感じ取った特徴や鉛筆ならでは

の効果などを追求して、表現の創

造活動に取り組もうとしている。 

「態鑑」主体的に素描の表現によ

る作品の造形的なよさや美しさ

を感じ取り、創造的な表現などに

ついて考える鑑賞の創造活動に

取り組もうとしている。 

 

作品 

ワークシ

ートなど 

作品 

ワークシ

ートなど 

作品 

ワ ー ク シ

ート 

発表など 



 

※令和４年度以降入学生用 

１
学
期 

基
本
形
体
の
デ
ッ
サ
ン 

基本的な形体におけるタッチ

と明暗についての学習 

・立方体 

・円柱 

・球体 

a:「知」鉛筆の特性や線質が感情

にもたらす効果や、素描で描いた

作品を、全体のイメージや作風な

どで捉えることを理解している。 

「技」意図に応じて用具の特性を

生かすとともに、明暗や質感など

の表現を工夫し、表現方法を工夫

して創造的に表している。 

b:「発」鉛筆による表現のさまざ

まな効果などから主題を生成し、

構図や形、陰影などについて考

え、創造的な表現の構想を練って

いる。 

「鑑」線や明暗による表現の豊か

さなどの造形的なよさや美しさ

を感じ取り、作者の表現の意図や

工夫などについて考え、見方や感

じ方を深めている。 

c:「態表」主体的にモチーフから

感じ取った特徴や鉛筆ならでは

の効果などを追求して、表現の創

造活動に取り組もうとしている。 

「態鑑」主体的に素描の表現によ

る作品の造形的なよさや美しさ

を感じ取り、創造的な表現などに

ついて考える鑑賞の創造活動に

取り組もうとしている。 

 

 

作品 

ワークシ

ートなど 

作品 

ワークシ

ートなど 

作品 

ワ ー ク シ

ート 

発表など 



 

※令和４年度以降入学生用 

１
学
期 

単
体
モ
チ
ー
フ
の
デ
ッ
サ
ン 

単体モチーフのデッサン a:「知」鉛筆の特性や線質が感情

にもたらす効果や、素描で描いた

作品を、全体のイメージや作風な

どで捉えることを理解している。 

「技」意図に応じて用具の特性を

生かすとともに、明暗や質感など

の表現を工夫し、表現方法を工夫

して創造的に表している。 

b:「発」鉛筆による表現のさまざ

まな効果などから主題を生成し、

構図や形、陰影などについて考

え、創造的な表現の構想を練って

いる。 

「鑑」線や明暗による表現の豊か

さなどの造形的なよさや美しさ

を感じ取り、作者の表現の意図や

工夫などについて考え、見方や感

じ方を深めている。 

c:「態表」主体的にモチーフから

感じ取った特徴や鉛筆ならでは

の効果などを追求して、表現の創

造活動に取り組もうとしている。 

「態鑑」主体的に素描の表現によ

る作品の造形的なよさや美しさ

を感じ取り、創造的な表現などに

ついて考える鑑賞の創造活動に

取り組もうとしている。 

 

 

作品 

ワークシ

ートなど 

作品 

ワークシ

ートなど 

作品 

ワ ー ク シ

ート 

発表など 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

２
点
モ
チ
ー
フ
の
デ
ッ
サ
ン 

形体や色、質感の違うモチー

フを配置し、空間を意識して

描写する。 

a:「知」鉛筆の特性や線質が感情

にもたらす効果や、光や陰影、奥

行きなどの造形的な特徴などを

もとに、全体のイメージや作風な

どで捉えることを理解している。 

「技」意図に応じて用具の特性を

生かすとともに、明暗や質感など

の表現を工夫し、表現方法を工夫

して創造的に表している。 

b:「発」鉛筆による表現のさまざ

まな効果などから主題を生成し、

構図や形、陰影などについて考

え、創造的な表現の構想を練って

いる。 

「鑑」線や明暗による表現の豊か

さなどの造形的なよさや美しさ

を感じ取り、作者の表現の意図や

工夫などについて考え、見方や感

じ方を深めている。 

c:「態表」主体的にモチーフから

感じ取った特徴や鉛筆ならでは

の効果などを追求して、表現の創

造活動に取り組もうとしている。 

「態鑑」主体的に素描の表現によ

る作品の造形的なよさや美しさ

を感じ取り、創造的な表現などに

ついて考える鑑賞の創造活動に

取り組もうとしている。 

 

 

作品 

ワークシ

ートなど 

作品 

ワークシ

ートなど 

作品 

ワ ー ク シ

ート 

発表など 



 

※令和４年度以降入学生用 

３
学
期 

３
点
モ
チ
ー
フ 

形体や色、質感の違うモチー

フを配置し、空間を意識して

描写する。 

a:「知」鉛筆の特性や線質が感情

にもたらす効果や、光や陰影、奥

行きなどの造形的な特徴などを

もとに、全体のイメージや作風な

どで捉えることを理解している。 

「技」意図に応じて用具の特性を

生かすとともに、明暗や質感など

の表現を工夫し、表現方法を工夫

して創造的に表している。 

b:「発」鉛筆による表現のさまざ

まな効果などから主題を生成し、

構図や形、陰影などについて考

え、創造的な表現の構想を練って

いる。 

「鑑」線や明暗による表現の豊か

さなどの造形的なよさや美しさ

を感じ取り、作者の表現の意図や

工夫などについて考え、見方や感

じ方を深めている。 

c:「態表」主体的にモチーフから

感じ取った特徴や鉛筆ならでは

の効果などを追求して、表現の創

造活動に取り組もうとしている。 

「態鑑」主体的に素描の表現によ

る作品の造形的なよさや美しさ

を感じ取り、創造的な表現などに

ついて考える鑑賞の創造活動に

取り組もうとしている。 

 

 

作品 

ワークシ

ートなど 

作品 

ワークシ

ートなど 

作品 

ワ ー ク シ

ート 

発表など 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


